
南極大陸の厚い氷の下に、隠された暗
黒の湖が存在する。2011 年、とうとう
その秘密のベールがはがされる。2010
年 3 月に開かれたある会合で、ロシア、
英国、米国の科学者たちが、それぞれ
違った性質をもつ 3 つの氷床下湖まで
掘削を進め、地球上で最後に残された

「地図のない生態系」を調査する計画を
発表した。

この 40 年間のレーダー探査から、南
極の巨大な氷床の下に淡水湖があること
がわかってきた。その大きさや形成時期
はさまざまで、現在確認されている数は
150 個にもなる。なかには数百万年に
わたって外界から隔離されている湖もあ
り、固有の生物が生息している可能性が
ある。こうした湖の暗くて栄養分に貧し
い環境は、凍った表面の下に広大な海が
あると考えられる木星の衛星エウロパの
環境と似ているのかもしれない。

科学者は以前から、氷床下湖のサンプ
ルを採取したいと願っていたが、技術面

と環境面の両方で問題があり、なかなか
実現しなかった。今回、ロシアのチーム
は、2011 年 2 月までにボストーク湖ま
で掘り抜く計画を立てている。米国と英
国のチームは、ロシアから数年遅れて、
ボストーク湖とは水文学的にも地質学
的にも異なる性質をもった別の湖を掘
削する（下図参照）。
「この数年間で、人類は、まだ一度も

サンプルを採取したことのない、大陸規
模の生態系を調査することになるので
す」と、コロンビア大学ラモント・ドハ
ティー地球観測所（米国ニューヨーク州
パリセーズ）の首席研究員 Robin Bell
はいう。「おそろしく刺激的な企てです」。

ボストーク湖は、最も有名で、最も大
きい氷床下湖だ。実に、北米のオンタリ
オ湖に匹敵する大きさがある。この湖は
東南極大陸の 4000 メートル近い厚さの
氷の下にあり、形成時期は 3500 万年前
と推定されているため、古代の微生物が
生息している可能性がある。
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Teams set for first taste of Antarctic lakes

南極氷床下4000mの淡水湖を掘削
ロシアの掘削チームは当初、2008 ～

09 年の野外活動シーズン中にボストー
ク湖に到達しようと計画していたが、湖
面まであと 80 メートルの所でドリルが
停止してしまったのだ。ロシアの南極
プログラムを指揮する Valery Lukin は、
メリーランド州ボルティモアで開催され
た米国地球物理学連合（AGU）の会合で、

「今季の野外活動シーズンの間に、すべ
ての技術的問題は解決できました」と報
告した。

一部の研究者は、ロシアの成功と引き
換えに、「太古の湖水が生物学的・化学
的に汚染されてしまうのではないか」と
心配している。米国航空宇宙局（NASA）
ゴダード宇宙飛行センター（メリーラン
ド州グリーンベルト）の氷河学者 Robert 
Bindschadler は、「彼らが湖を台無しに
しないことを祈るばかりです」という。

しかし Lukin は、ロシアチームの掘
削計画はボストーク湖の環境保全に配慮
したものになっている、という。掘削チー
ムはまず、毒性のないシリコン油を潤滑
流体とし、加熱したドリルを用いて、氷
の中を掘り進んでいく。また、湖自体の
調査は段階的に行う。最初は、サンプル
水を 1 回だけ吸い上げ、あとは掘削孔
の下部を自然に再凍結させて、ふさいで
しまう。なお、分析装置を水中に入れて
湖底の堆積物を調べる計画は、湖水環境
に及ぼす影響をより綿密に評価し終える
まで延期する。

南極条約による環境保護委員会は、
2010 年 10 月にロシアの計画を承認す
ると予想されている。ただし、採掘に先
立って委員会の承認を得ることは、何も
公式に要請されているわけではない。「ロ
シアは適切な手順で探査を進めようと一
生懸命なのです。これは非常に大事なこ
とです」と Bell はいう。

会合では、米国と英国の研究者も、南
極を挟んでボストーク湖の反対側にある
氷床下湖について、長期的な探査計画を
発表した。英国南極調査所の研究者がめ
ざすのは、エルズワース湖という、西南
極大陸にある比較的小さい湖だ。一方、
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ロシア、英国、米国の3か国が、
南極の氷床を掘削して、その下に隠された
湖を調査しようと計画している。
ロシアの研究者は、2011年に
ボストーク湖に到達したいと考えている。
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北イリノイ大学（米国ディカルブ）の地
質学者 Ross Powell によれば、米国の
研究者は、まず、氷の表面からレーダー
探査を実施する。そして、ウィランズ氷
流氷底接近研究掘削（WISSARD）プロ
ジェクトで、2012 ～ 13 年の野外活動
シーズンに湖を掘削する計画だ。

ウィランズ湖は水面下で棚氷の下の海
洋とつながっているため、ボストーク湖

などの孤立した湖よりもダイナミックで
ある。「この湖面は上昇と下降を繰り返
していることがわかっています。私たち
は、時には湖から完全に水がなくなり、
新たに水が入ってくることもあると考え
ています」と Powell。

ウィランズ湖にみられるような干満
は、湖の上を覆う氷床の動きに影響を及
ぼすと考えられる。WISSARD チームは、

この動きに影響を及ぼす、氷と水の界面
で起きている過程を研究しようとしてい
るわけだ。

3 か国の掘削プロジェクトを Bell はこ
うたとえる。「エバーグレーズ、ロッキー
山脈、北カナダに魚釣りに行くようなも
のです。それぞれ、全く違う獲物がかかり、
多くのことを教えてくれるでしょう」。 ■
� （翻訳：三枝小夜子）
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